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D(FrankTalamantesカ リ フ ォル ニ ア 大 学 教 授(ア メ リカ)
の ア ポ イ ン トメ ン ト ・プ ログ ラム招 請 につ い て
農学部助教授 針 谷 敏 夫
明 治 大 学 国 際 交 流 基 金 事 業 の 一環 と して,ア メ リカ合 衆 国,カ リフ ォル ニ
ア大 学教 授 フ ラ ン ク ・タ ラマ ンテ ス(FrankTalamantes)博士 を1992年度 の
ア ポ イ ン トメ ン トフ。ログ ラム に よ る客 員教 授 と して 招 くこ とが で き,1992年
12月10日よ り12月22日まで 滞 在 した。 タ ラマ ンテ ス博 士 は カ リフ ォル ニ ア 大
学,サ ン タ クル ツ校 の生 物 学 系 の教 授 と して,内 分 泌 学,特 に妊 娠 中 胎 盤 か
ら分 泌 され る ホル モ ンで あ る胎 盤性 ラ ク トゲ ンの分 泌機 序 及 び そ の 生理 作 用
にっ いて,マ ウス を用 い て生 理 学 的 ア プ ロー チか ら分 子 生 物 学 的手 法 に 至 る
まで,広 範 か っ 精 細 な研 究 を行 な って い る。 ま た構 造 的 に非 常 に相 同性 の高
い 同族 ホ ル モ ン と して 胎 盤 性 ラ ク トゲ ン と同 じフ ァ ミ リー と されて い る,プ
ロ ラ クチ ンや 成 長 ホ ル モ ンにっ い て も幅 広 い研 究 を行 な って い る。
タ ラマ ンテ ス教 授 は ま た,自 身 が メキ シ コ系 の ア メ リカ人 で あ るた め,ア
メ リカ国 内 に お け る 少数 民 族,特 に ヒスパ ニ ッ ク系 の学 生 に 対 して 援 助 を惜
しまず,自 ら も彼 らの模 範 とな る よ う努 力 し,"OutstandingLeadership
andContributionstoEducationintheHispanicCommunity"とい う賞 を高
等 教 育 協会 よ り受 賞 して い る。 同様 に,日 本 人 に対 して も親 近 感 を 持 って い
る よ うで,我 々に も非 常 に温 か い態 度 で接 して くれ,研 究 上 も的確 な ア ドバ
イ ス を与 えて くれ,人 間 的 に も非 常 に優 れ た研 究 者 で あ る。
本学 に お け る講 演 は,生 田 キ ャ ンパ ス中央 校 舎 の完 成 した ば か り の ス タ ジ
オ教 室 に お いて,2回 行 な わ れ た。 博 士の これ まで の 中 心 的 な 研 究 で あ る,
マ ウス胎 盤 性 ラ ク トゲ ンの ア ミノ酸 及 び遺 伝 子 の構 造 解 析 及 び そ の 分 泌 調 節
機 構 の全 般 的 な 知 見の 紹介 と,最 近 進 め られ て い る成 長 ホル モ ンの レセ プ タ
ー と結 合 蛋 白質 につ い て の最 新 の研 究 成果 にっ いて
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お よび外 部 か らの 聴 講 者 を 対 象 に行 な われ た。 そ の 日付 と講 演 タイ トル は以
下 の通 りで あ る。
第1回12月14日
Mouseplacentallactogens:structureandregulationofsecretion




(マ ウ ス成長 ホル モ ン レセ プ タ ー と結 合 た ん ぱ く質 の 妊 娠 期 に お
け る発 現 調 節)
2回 の講 演会 で は,学 外 か ら も上 記 関 係 の 研 究 者 をは じめ,多 くの人 々の
来 場 を得,第1回 目で は,妊 娠 期 の 生体 内 の 内 分 泌 環 境 全 般,お よび 各 ホル
モ ンの構 造 にっ い て の 入 門 的 な 事 柄 か ら,胎 盤 性 ラ ク トゲ ンの分 泌 調 節 機 構
にっ いて の先 端 の研 究成 果 に 至 る まで の 内 容 を,博 士 もゆ っ くり と話 す よ う
心 掛 けて くれ,専 門 家 は も ち ろん,専 門 外 や 学 生 に と って も わか りや す い も
ので あ った と思 う。2回 目の 講 演 にお い て は,胎 盤性 ラ ク トゲ ンの作 用 が 似
て い る成 長 ホ ル モ ンにっ いて,そ の レセ プ タ ー と結 合 た ん ぱ くの 違 い,お よ
びそ の意 義 にっ い て教 授 の 推 察 も交 え 最新 の 知 見が 示 され た。 ま た講 演 後 も
熱 心 な学 生 を 中心 に活 発 な質 疑 の行 な わ れ た こ とは 何 よ りで あ っ た。 特 に,
1回 目の講 演後 は,農 学 部 の 援 助 に よ り,懇 親 パ ー テ ィを 開 くこ とが で き,
学 部 長 お よび 学 外 者 も交 え,研 究 の み な らず,さ ま ざ まな 情報 交 換 が 行 な わ
れ,講 演 会 で は静 か で あ った学 生 も驚 くほ ど積 極 的 に 話 しか け,本 プ ロ グ ラ
ム の意 図 す る国 際交 流 が 充 分 果 た され た こ と と思 う。 学 生 諸 君 は,特 に語 学
力 の重 要 性 をみ ちか に知 る機 会 を もて た こ とが1番 の収 獲 で あ った よ うだ。
最 後 に,タ ラマ ンテス博 士 の 来 校 に感 謝 す る こ とは も ち ろん で あ る が,同
時に 色 々ご助 力 を い ただい た 国 際 交 流 委 員 の先 生 方 な らび に 国 際交 流 セ ンタ
ーのスタ ッフそ の 他 関 係 者 各位 に 心 か らお礼 申 し上 げ ま す 。
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